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一八坂祭一
　7月15日板井地区八坂祭が盛大に行われ

ました。今年は20年ぶりに「おみこし」「山

車」も地区内をねり歩き、老いも若きも楽し

い一日をすごしました。

（写真は、おみこしをかつぎもみ歩く板井若

連）
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大切な健康診断

うよし

8月21日～8月30日各字で実施

　
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
住
民
検
診

を
、
本
年
度
も
小
原
療
養
所
、
東
京
大

学
医
学
部
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
実
施

い
た
し
ま
す
。

　
脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
の
成
人
病
を

予
防
す
る
に
は
、
何
と
い
っ
て
も
早
期

に
発
見
す
る
こ
と
で
す
。
異
常
が
自
覚

さ
れ
な
く
て
も
、
定
期
的
に
年
に
一
度

は
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
異
常
が
み
つ
か
っ
て
も
、
し
っ
か

り
管
理
す
れ
ば
、
健
康
人
と
変
ら
な
い

生
活
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
数
多
く
の
方
々
が
受
検

レ
み
な
さ
ん
お
そ
ろ
い
で
お
出
か
け

　
下
さ
い
。
　
（
昨
年
樋
春
で
）

検　　　　査　　　　　日

月　日
午　前

午　後
字　　　名 会場　名，

8月21 午　前
午　後

三　　　　　本

成　　沢（下）

小　沢　運　送

会　　議　　所

8月22 午　前
午　後

上　　新　　田

上　　押　　切

社　　務　　所

参宮記念館
8月2ぎ 午　前

午　後
小　　江　　川 農村センター

8月24 午　前
午　後

下　　押　　切

樋　　春　　北

集　　会　　所

集　　会　　所

8月25 午　前
午　後

成　　沢（上）

御正新田（上）
坂上公民館
大坂集会所

8月26 午　前
午　後

樋　　春　　南

御正新田（下）

大沢宮雄氏宅
浄　　安　　寺

8月28 午　前
午　後

須　　賀　　広

野　　　　　原

詰　　　　　所

詰　　　　　所

8月29 午　前
午　後

板　　　　　井

　塩
宝　　光　　寺

公　　民　　館

8月30 午　前
午　後

柴　・　千　代

全　　　　　域

柴・千代集会所

母子健康センター

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
対
象
者

　
二
十
歳
以
上
の
方
で
会
社
、
事
業
所

へ
勤
め
て
い
な
い
方
、
ま
た
、
昭
和
五

十
一
年
四
月
二
日
か
ら
五
十
二
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
れ
た
幼
児
。

○
検
査
項
目

　
X
線
撮
影
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、

肺
活
量
、
視
力
、
身
長
、
体
重
な
ど
の

検
査
の
ほ
か
健
康
相
談
も
行
い
ま
す
。

ま
た
、
幼
児
に
つ
い
て
は
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
を
行
い
ま
す
。

○
検
診
日

　
各
字
ご
と
に
表
の
日
程
に
よ
り
行
い

ま
す
。
も
よ
り
の
会
場
で
受
検
し
て
く

だ
さ
い
。

検
診
の
大
切
さ

　
　
　
　
　
五
十
歳
一
女
性
よ
り

　
八
月
の
初
秋
の
蚕
も
あ
が
る
し
、
お

盆
を
迎
え
る
前
後
に
い
つ
も
検
診
の
個

人
力
ー
ド
の
受
診
票
が
、
衛
生
委
員
さ

ん
か
ら
配
ら
れ
、
今
年
も
健
康
診
断
を

受
け
て
、
健
康
を
確
か
め
安
心
し
て
仕

事
が
で
き
ま
す
。

　
住
民
検
診
も
毎
年
八
月
に
行
っ
て
い

る
の
で
、
ま
る
で
お
正
月
や
お
盆
を
迎

え
る
よ
う
に
大
き
な
年
中
行
事
の
一
つ

と
な
っ
て
、
私
共
の
生
活
の
リ
ズ
ム
に

入
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
よ
そ
で
は
レ

ン
ト
ゲ
ン
だ
け
撮
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
江
南
村

で
は
療
養
所
の
お
陰
で
大
変
丁
寧
な
健

午後、1時～3時午前、9時30～ll時30

に
い
わ
れ
た
そ
う
で
す
が
、

が
な
い
ま
ま
放
置
し
て
い
た
ら
脳
出
血

で
倒
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
私
は
、
検
診
の
大
切
さ
を
ま
ざ
ま
ざ

と
感
じ
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
住
民
検

診
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

霧ら・

7
　
　
　
。

　
　
　
、
匿

康
相
談
が
な
さ
れ
て

本
当
に
あ
り
が
た
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
先
日
聞
い
た
話
で

す
が
、
今
か
ら
十
五

年
前
、
嫁
の
身
分
で

健
康
診
断
を
受
け
に

行
く
の
は
生
意
気
だ

と
い
わ
れ
、
し
ば
ら

く
健
康
診
断
も
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
話
を

聞
き
ま
し
た
が
、
今

の
時
代
に
は
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
で
す
。

そ
の
姑
さ
ん
も
検
診

で
血
圧
が
高
い
の
で

医
師
に
か
か
る
よ
う

　
　
　
　
自
覚
症
状

・
）
O

ノ　
ノ（
）
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交
通
ル
ー
ル
を
守
り

　
　
　
　
　
命
を
大
切
に
し
よ
う

　
埼
玉
県
内
の
交
通
事
故
は
、
本
年
に

入
り
件
数
、
死
者
、
傷
者
と
も
大
幅
に

増
加
し
、
特
に
死
者
数
は
日
本
一
と
最

悪
の
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
死
亡
事
故
の
被
害
者
は
、
歩
行
者
と

自
転
車
利
用
者
が
多
く
、
特
に
十
五
歳

以
下
の
子
供
と
六
十
歳
以
上
の
老
人
の

事
故
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
一
方
加
害

者
は
、
十
六
歳
か
ら
二
十
四
歳
ま
で
の

若
人
の
運
転
者
が
多
く
、
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
過
ぎ
に
よ
る
事
故
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
　
「
交
通
ル
：
ル
を
守
り
命

を
大
切
に
し
よ
う
」
を
合
言
葉
に
、
次

の
こ
と
を
守
っ
て
、
事
故
を
起
こ
さ
な

い
、
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
　
運
転
者
の
皆
さ
ん
！
ゆ
っ
く
り
走

　
っ
て
心
に
ゆ
と
り
を
：

　
死
亡
事
故
の
約
三
十
三
％
は
、
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
る
も
の
で
す
。

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
視
覚
能
力
の
低
下
や
車
の
停
止
距

離
の
増
大
な
ど
、
事
故
に
つ
な
が
る
条

件
が
増
加
し
、
ま
た
衝
突
時
に
は
衝
撃

力
の
増
大
か
ら
、
死
亡
事
故
に
な
り
や

す
い
の
で
、
ゆ
っ
く
り
走
っ
て
心
に
ゅ

と
り
を
も
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

◎
　
自
転
車
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
交

　
差
点
で
一
時
停
止
を
！

　
自
転
車
事
故
の
約
六
十
三
％
は
、
交

差
点
で
発
生
し
て
お
り
、
事
故
原
因
は

自
転
車
利
用
者
の
唄
時
停
止
違
反
や
安

全
通
行
違
反
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
交
差
点
で
は
、
必
ず
一
時
停
止
し

て
左
右
の
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
通
行

し
ま
し
ょ
う
。

◎
　
歩
行
者
の
皆
さ
ん
は
、
安
全
な
横

　
断
を
！

　
歩
行
者
事
故
の
約
七
十
三
％
は
、
道

路
の
横
断
中
に
発
生
し
て
お
り
、
事
故

原
因
は
歩
行
者
の
車
両
の
直
前
直
後
の

横
断
や
と
び
出
し
な
ど
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、

必
ず
立
ち
止
ま
り
左
右
の
安
全
を
確
認

し
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。
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「
遊
び
」
な
が
ら

M
　
　
安
全
教
育
を

醐　
　
　
　
”
八
月
は
事
故
多
発
期
腿

　
八
月
は
、
一
年
の
う
ち
で
最
も
交
通

事
故
の
多
い
月
で
す
。
な
か
で
も
目
立

雛
の
が
・
い
た
ま
し
い
子
供
の
犠
牲
者

で
す
。

　
夏
休
み
の
解
放
感
と
暑
さ
に
よ
る
心

身
の
疲
れ
か
ら
、
子
供
た
ち
の
注
意
力

も
鈍
り
が
ち
な
う
え
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー

も
暑
さ
と
疲
労
で
居
眠
り
運
転
が
増
え

る
な
ど
、
子
供
へ
の
注
意
が
お
ろ
そ
か

に
な
り
が
ち
で
す
。

　
子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
に
は
、

公
園
な
ど
安
全
な
場
所
で
遊
ば
せ
る
こ

全
教
育
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
と
い

っ
て
も
「
あ
ぶ
な
い
よ
」
と
か
「
注
意

し
な
さ
い
」
と
い
っ
た
抽
象
的
な
こ
と

ば
だ
け
で
は
、
子
供
は
自
分
の
行
動
に

結
び
つ
け
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
、
子
供
の
日
常
を
よ
く

観
察
し
な
が

ら
「
遊
び
」
　
　
　
　
　
　
　
　
、

鱗
勿
憾
灘
匿

く
だ
さ
し

浄
緯
防
拷
鯵
け
ば
桓
霧
ゆ
籍
…
…
…
‘
…
…
ー
…
…
ー
…
輪

各
字
に
婦
人
部
を
結
成

　
　
　
入
会
の
申
込
は

　
　
　
　
　
八
月
末
日
ま
で

　
村
で
は
各
地
域
に
婦
人
部
が
結
成
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
こ
の
程
各
字
の
区

長
さ
ん
に
依
頼
い
た
し
ま
し
た
。

　
婦
人
部
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

婦
人
の
皆
様
に
村
政
へ
積
極
参
加
を
し

て
頂
き
、
地
域
の
発
展
を
求
め
、
近
隣

助
け
合
い
を
助
長
し
、
婦
人
同
志
の
地

位
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
き
な

ね
ら
い
で
も
あ
り
ま
す
。

　
従
っ
て
、
江
南
村
に
居
住
す
る
満
二

十
歳
以
上
の
す
べ
て
の
女
性
に
入
会
資

格
が
あ
り
、
村
内
全
家
庭
に
会
員
が
出

来
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
。

　
入
会
申
込
は
、
字
ご
と
に
区
長
さ
ん

が
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
の
で
、
配
布

さ
れ
た
申
込
書
に
記
名
、
捺
印
の
う
え

最
寄
り
の
班
長
さ
ん
を
通
じ
て
八
月
中

に
是
非
と
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
相
談
所

ご
利
用
く
だ
さ
い

「噸
　亀
～

◎
え

ら
な
い
の
か
、

の
か
、
円
満
に
話
し
合
い
が
で
き
な
い

と
き
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
、
民

事
問
題
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
の
問
題
が

お
こ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

専
門
の
相
談
員
と
顧
問
弁
護
士
が
、
正

　
　
　
　
　
不
幸
に
し

　
　
　
　
て
交
通
事
故

　
　
　
　
に
あ
わ
れ
た

　
　
　
　
場
合
、
ど
の

　
　
　
　
く
ら
い
損
害

　
　
　
　
賠
償
が
請
求

…
　
　
　
で
き
る
の
か
、

　
　
　
　
ま
た
支
払
わ

　
　
　
　
な
け
れ
ば
な

そ
の
内
容
は
ど
ん
な
も
、

し
い
相
談
を
無
料
で
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
き

い
。
○
相
談
の
場
所

　
熊
谷
地
方
庁
舎
県
民
セ
ン
タ
ー
内

埼
玉
県
交
通
事
故
相
談
所
熊
谷
支
所

　
電
話
　
⑳
七
三
〇
〇
番

○
相
談
の
時
間

　
毎
日
（
日
曜
、
祭
日
を
除
く
）
午
前

九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。
た
だ
し
、

土
曜
日
は
正
午
ま
で
で
す
。

巡
回
相
談
も
実
施
し
ま
す

　
江
南
村
の
心
配
ご
と
相
談
日
に
あ
わ

せ
て
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
ー

◎
今
後
の
相
談
日
は
次
の
と
お
ヶ
で
す
。

　
八
月
二
十
二
日
、
九
月
二
十
六
日

◎
相
談
時
間
　
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

　
　
　
　
　
正
午
ま
で

◎
場
所
　
江
南
村
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
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空
中
防
除

　
　
　
　
　
　
　
八
月
十
七

　
　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
水
田
の
病
害

．
虫
防
除
が
、
八
月
十
七
日
午
前
五
時
か

ら
十
時
頃
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
農
薬
が
散
布
さ
れ
る
区
域
は
、
村
内

全
域
の
水
田
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
危
被
害
防
止
の
た
め
次
の
諸
点
に

御
注
意
下
さ
い
。

○
　
今
回
の
防
除
は
、
い
も
ち
病
、
二

　
化
メ
イ
虫
、
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
、

　
ウ
ン
カ
類
等
を
目
的
に
農
薬
を
十
ア

　
　
ー
ル
当
り
三
㎏
散
布
し
ま
す
。

O
　
養
蚕
、
家
畜
、
飼
料

　
人
体
の
肌
に
ふ
れ
る
も

　
の
、
口
に
す
る
も
の
は

　
特
に
ご
注
意
下
さ
い
。

ま
た
補
正
の
た
め
一
旦
終

了
し
て
も
、
再
度
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
が
飛
来
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

○
　
養
魚
池
等
は
、
散
布

　
中
常
時
清
水
を
補
給
し

　
浮
遊
む
た
農
薬
を
流
し

　
去
づ
て
く
だ
さ
い
。

○
　
農
薬
は
、
低
毒
性
の

　
も
・
の
を
使
用
し
ま
す
の

　
で
故
意
に
浴
び
な
い
限

　
り
人
体
に
影
響
は
あ
り

雨

　
　
日
実
施

天
順
延

　
ま
せ
ん
が
、
付
着
し
た
物
を
食
べ
た

　
り
、
大
量
に
吸
い
込
ま
な
い
よ
う
に

　
す
る
と
共
に
、
井
戸
、
水
道
の
蛇
口
、

　
食
器
、
布
団
、
洗
た
く
物
等
は
、
散

　
布
中
汚
染
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く

　
だ
さ
い
。

　
散
布
水
田
か
ら
離
れ
た
桑
園
よ
り
採

　
桑
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
空
中
防
除
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は

○
　
晩
秋
蚕
の
採
桑
は
、
で
き
る
だ
け

役
場
産
業
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

）

）

　
の

特
例
納
付
で

年
金
を

　
　
　
　
　
国
民
年
金

　
国
民
年
金
に
加
入
し
な
か
っ
た
り
、

加
入
し
て
も
保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た

期
間
が
あ
る
た
め
、
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
で
困
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、
時
効
に

な
っ
た
古
い
保
険
料
を
納
め
て
一
定
期

間
に
な
れ
ば
年
金
を
支
給
し
ま
す
、
と

い
う
特
別
な
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
特
別
な
も
の
で
す
か

ら
期
間
が
き
ま
っ
て
い
て
、
今
年
の
七

月
一
日
か
ら
五
十
五
年
六
月
三
十
日
ま

で
の
二
年
間
だ
け
有
効
で
す
。

　
保
険
料
は
、
特
例
保
険
料
と
い
っ
て
、

一
カ
月
四
千
円
で
昭
和
三
十
六
年
以
降

の
強
制
加
入
の
期
間
な
ら
だ
れ
で
も
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
特
例
保
険
料
を
納
め
て
、
年
金
を
受

け
る
権
利
を
確
保
す
る
よ
う
に
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
へ

御
相
談
く
だ
さ
い
。

　
農
業
者
年
金
も

　
　
　
　
　
特
例
措
置

　
農
業
者
年
金
の
保
険
料
が
時
効
の
た

め
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
、
及
び
当

然
加
入
資
格
者
（
五
十
ア
ー
ル
以
上
の

農
業
経
営
主
）
で
あ
る
が
、
未
加
入
の

も
の
に
つ
い
て
、
時
効
救
済
の
特
別
措

置
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　
特
別
措
置
の
期
間
内
に
農
業
者
年
金

　
　
　
　
　
　
　
ル

に
加
入
し
、
ま
た
来
納
の
保
険
料
を
特

例
納
付
す
れ
ば
農
業
者
年
金
の
受
給
資

格
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
保
険
料
は
、
昭
和
四
十
六

年
か
ら
五
十
一
年
六
月
ま
で
の
時
効
完

成
保
険
料
で
あ
り
、
今
年
の
七
月
一
日

か
ら
五
十
四
年
十
二
月
ま
で
の
一
年
半

の
間
に
、
一
ケ
月
に
つ
き
三
千
六
百
円

で
す
。

　
こ
の
機
会
を
お
見
の
が
し
な
く
、
農

業
者
年
金
の
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
よ

う
、
ぜ
ひ
該
当
者
は
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
員
会
や

農
協
に
お
た
ず
ね
く
だ
ざ
い
。

福
祉
年
金
支
給

　
　
　
　
小
原
郵
便
局
で

　
福
祉
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
、
今
月

十
一
日
よ
り
小
原
郵
便
局
で
年
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、
五
十
二
年
度
分
最
終
の
支

払
月
で
す
の
で
、
証
書
を
お
預
り
し
て

五
十
三
年
分
の
全
額
を
記
入
い
た
し
ま

す
の
で
、
な
る
べ
く
十
一
．
白
・
十
二
日

（
土
曜
の
た
め
午
前
中
）
に
お
受
取
り
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
“
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
ノ
ノ

　
　
　
　
　
　
）

　
児
童
扶
養
手
当

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
額
が

　
改
定
さ
れ
ま
す
。

　
母
子
世
帯
の
児
童
や
、
心
身
障
害
児

を
対
象
に
支
給
さ
れ
て
い
る
、
「
児
童
扶

養
手
当
」
、
　
「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」

の
額
が
八
月
分
か
ら
次
の
よ
う
に
増
額

さ
れ
ま
す
。

◎
児
童
扶
養
手
当

　
児
童
一
人
　
月
一
九
、
五
〇
〇
円
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
、
五
〇
〇
円

　
児
童
二
人
　
月
二
一
、
五
〇
〇
円
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
、
五
〇
〇
円

　
児
童
三
人
以
降
一
人
四
〇
〇
円
加
算

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
重
度
の
場
合
月
二
二
、
五
〇
〇
円
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
、
八
○
○
円

　
中
度
の
場
合
月
一
五
、
O
O
O
円
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
、
五
〇
〇
円

　
児
童
手
当
も
改
定

　
児
童
を
三
人
以
上
養
育
し
て
い
る
家

庭
を
対
象
に
、
子
供
の
健
全
な
養
育
に

役
立
て
て
も
ら
お
う
と
支
給
さ
れ
て
い

る
児
童
手
当
の
額
が
、
村
民
税
の
所
得

割
非
課
税
世
帯
に
か
ぎ
り
、
十
月
分
か

ら
次
の
と
お
り
増
額
さ
れ
ま
す
。

　
◎
児
童
三
人
以
上
で
一
入
に
つ
き

　
月
五
、
O
O
O
円
↓
六
、
O
O
O
円

　
な
お
、
該
当
者
は
届
出
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
く
わ
し
く
は
、
役
場
住
民

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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　　7月21日母子健康センターに
・於て、日本脳炎予防注射を実施い

▼たしました。　（ぼく泣かないよ）

　
有
線
本
部
を
改
修
し
、
七
月
一
日
よ

　
り
役
場
庁
舎
分
館
が
完
成
、
土
地
改
良

　
登
記
事
務
、
．
国
土
調
査
事
務
を
行
っ
て

　
お
り
ま
す
。
ま
た
、
商
工
会
事
務
室
ど

く
し
て
も
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

▲
九
月
末
日
完
成
め
ざ
し
て
、
急
ピ
ッ
チ

で
進
む
村
民
体
育
館
建
設
工
事

紹
介
し
ま
す

◎
ス
ポ
聖
ツ
少
年
団

　
現
在
、
江
南
村
に
は
学
校
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
と
し
て
、
南
小
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
北
小
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
あ
り
ま

す
。
　
活
動
は
、
年
問
を
通
し
て
、
－
土
曜
、

日
曜
を
あ
て
て
い
ま
す
。
種
目
は
、
季

節
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
全
な
青
少
年
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

参
加

　
指
導
者
と
し
て
次
の
方
々
が
、
本
部

長
（
教
育
長
）
よ
り
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

南
小
　
吉
沢
朝
光
・
吉
野
幸
男
　
小
久

保
章
二
　
大
久
保
明
　
中
村
雅
夫
　
斉

藤
道
夫
翼
，
琶
飯

島
修
北
，
小
　
馬
場
正
美
広
沢
良
行

常
雄
　
大
島
守
利
　
島
山
邦
久

良
行
　
福
田
征
芳
　
広
田
富
夫

安
行
　
神
田
稔
欝
治

◎
，
体
育
指
導
委
員

橋関鈴
本口木

次
の
方
々
が
体
育
指
導
委
員
と
し
て

し
ま
せ
ん
か

県
民
大
学
校

　
県
は
、
　
“
自
治
と
連
帯
〃
を
す
す
め

る
学
習
の
場
を
設
け
、
地
域
社
会
づ
く

り
に
積
極
的
に
参
加
し
う
る
人
づ
く
り
、

グ
ル
ー
プ
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
県
民
大
学
校
（
短
期
講
座
）

を
開
設
し
ま
す
が
、
そ
の
受
講
生
を
次

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
県
民
大
学
校
の
内
容
及
び
応
募
方
法

一
、
テ
ー
マ
　
「
郷
土
埼
玉
を
考
え
る
」

二
、
対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ

　
　
　
　
　
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
現
に
行

　
　
　
　
　
い
、
又
は
行
な
お
う
と
し

　
　
　
　
　
て
い
る
者

三
、
定
・
員
　
六
〇
名

四
、
場
　
所
　
埼
玉
県
熊
谷
地
方
庁
舎

五
、
実
施
期
日
及
び
場
所

　
は
、
下
表
の
と
お
り
。

六
、
応
募
方
法

　
所
定
の
申
込
書
を
八
月

二
十
一
日
ま
で
に
、
熊
谷

地
方
県
民
セ
ン
タ
ー
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
受
講
申
込

書
は
、
役
場
総
務
課
及
び

県
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
熊

谷
地
方
県
民
セ
ン
タ
i
（

電
二
四
－
一
一
一
〇
番
）

へ
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

及び講座内容日実施期

教
育
長
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
体
育
指
導
委
員
の
仕
事
は
、
江
南
村

の
社
会
体
育
推
進
の
た
め
に
、
村
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
き
し
、
そ
の
要
望

に
そ
っ
て
事
業
計
画
に
参
加
し
、
ま
た

直
接
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
の
指
導
者
と
し

て
活
躍
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
村
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
、
・
ご
希
望
等
ど
し
ど
し

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

橋
本
安
行
　
琶
　
中
島
一
夫

安
藤
喬
司
　
馬
場
正
美
　
池
．
田
悦
治

小
久
保
章
二
　
中
島
清
　
鹿
庭
吉
彦

神
田
稔

期　　　日 時　　　間 内　　　　容

9月9日日（土） 13：30～16：30 入校式、「郷土の文化と歴史」

9月16日（土） 9：00～16：00 現　地　見　学

9月30日（土） 13：30ん16＝00 「私たちの県政」

10月　7日（土） 同　　　上 「これからの地域社会づくり」

10月21日（土） 同　　　上 「ボランティア活動の
　　　すすめ」、修了式

㊧　講師は、実践活動をふまえた専門家を予定しております。

　又、講義の進め方は、討議方式も導入していきます。
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同
和

問
題
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
㈲
現
在
の
同
和
対
策

K
　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
過
去
の
同

　
和
対
策
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
お

　
話
を
お
う
か
が
い
し
ま
し
た
が
、
現

　
在
行
わ
れ
て
い
る
同
和
対
策
と
⇒
番

　
ち
が
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、

　
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
で
す
か
。

T
　
は
い
、
そ
の
ご
質
問
は
、
と
て
も

　
大
切
な
こ
と
で
す
。
く
わ
し
く
は
、

　
こ
れ
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
お
話
し
て
い

　
く
こ
と
に
し
て
、
一
番
ち
が
っ
て
い

　
る
と
こ
ろ
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る

　
同
和
対
策
が
、
日
本
国
憲
法
に
も
と

　
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

K
　
ど
う
し
て
、
そ
の
こ
と
が
ち
が
う

　
と
い
う
の
で
す
か
。

丁
　
部
落
差
別
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
保

　
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る

　
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
同
和
行

　
政
を
国
の
責
任
で
行
う
と
い
う
こ
と

　
で
あ
り
ま
す
。

　
　
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、
同
和
行

　
政
が
、
一
時
的
な
特
別
な
行
政
で
も

　
な
く
、
行
政
外
の
行
政
で
も
な
い
と

　
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
部
落
差

　
別
が
あ
る
か
ぎ
り
、
人
権
問
題
と
し

　
て
こ
の
行
政
を
積
極
的
に
進
め
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
こ
れ

　
ら
の
点
が
、
過
去
の
同
和
対
策
と
大

　
き
く
ち
が
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。

K
　
具
体
的
に
は
、
ど
う
い
う
こ
と
に

　
な
る
の
で
す
か
。

丁
　
同
和
対
策
審
議
会
が
行
っ
た
総
括

　
評
価
の
内
容
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う

　
に
、
同
和
対
策
が
バ
ラ
バ
ラ
な
対
策

　
で
あ
っ
て
は
、
部
落
差
別
を
解
消
す

　
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
た
と
え
ば
、
生
活
環
境
の
改
善
、

　
社
会
福
祉
の
充
実
、
産
業
・
職
業
の

　
安
定
・
教
育
文
化
の
向
上
及
び
基
本

　
的
人
権
の
擁
護
な
ど
を
内
容
に
も
っ

　
た
総
合
対
策
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

㈹
同
和
地
区
に
だ
け
な
ぜ

K
　
わ
た
し
の
近
所
で
も
、
同
和
対
策

　
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
同

　
和
地
区
の
ま
わ
り
に
住
ん
で
い
る
人

　
か
ら
こ
ん
な
声
が
出
て
い
ま
す
。

　
　
同
和
地
区
だ
け
に
、
な
ぜ
、
特
別

　
に
道
を
よ
く
し
た
り
、
集
会
所
を
建

　
て
た
り
す
る
の
か
。
同
和
地
区
よ
り

　
も
、
道
の
悪
い
所
や
、
経
済
的
に
困

　
っ
て
い
る
人
の
い
る
所
が
、
ほ
か
に

　
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
な
の

　
に
、
同
和
対
策
と
い
っ
て
特
別
に
同

和
地
区
だ
け
を
よ
く
し
て
い
く
こ
と

　
は
、
か
え
っ
て
差
別
で
は
な
い
か
、

　
と
い
う
よ
う
な
声
で
す
。

　
　
こ
う
い
う
声
を
き
い
て
、
わ
た
し

　
は
、
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
り
、
い
や

　
そ
れ
は
ま
ち
が
っ
た
見
方
で
は
な
い

　
か
、
と
思
っ
た
り
し
て
い
る
状
態
で

　
す
。

　
　
今
、
過
去
の
同
和
対
策
や
運
動
の

　
お
話
を
お
う
か
が
い
し
て
、
か
な
り

　
目
が
開
け
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
、

　
ま
だ
す
っ
き
り
し
な
い
所
が
あ
り
ま

　
す
。
ど
う
考
え
て
い
っ
た
ら
よ
い
の

　
で
し
ょ
う
か
。

T
　
そ
う
で
す
ね
え
、
わ
た
し
も
そ
う

　
い
う
声
を
き
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
ま
ず
、
そ
う
い
う
声
の
出
て
く
る

　
状
況
、
背
景
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ

　
う
。

　
　
第
一
に
、
部
落
差
別
と
は
、
ど
う

　
い
う
こ
と
か
、
正
し
く
お
わ
か
り
い

　
た
だ
い
て
い
な
い
方
か
ら
出
る
場
合

　
が
多
い
よ
う
で
す
ね
。

　
　
第
二
に
、
行
政
、
教
育
が
徹
底
し

　
て
い
な
い
場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
二
つ
は
、
つ
な

　
が
り
合
っ
て
い
て
、
き
ち
ん
と
は
、

　
切
り
は
な
せ
な
い
の
で
す
が
、
話
の

　
都
合
上
、
分
け
て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
第
一
の
部
落
差
別
と
は
、
ど
う
い

う
こ
と
か
、
と
て
も
こ
の
時
間
だ
け

　
で
は
お
話
し
き
れ
な
い
の
で
す
け
れ

　
ど
も
、
ご
く
み
じ
か
く
ま
と
め
て
い

　
う
な
ら
ば
、
現
代
で
も
部
落
差
別
は

根
強
く
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
　
前
に
、
部
落
差
別
が
あ
る
か
ぎ
り
、

こ
の
行
政
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
、
と
い
い
ま
し
た
ね
。

　
人
間
に
生
ま
れ
て
、
だ
れ
で
も
あ

た
り
前
の
は
ず
の
権
利
や
自
由
が
、

同
和
地
区
に
生
ま
れ
た
と
い
う
だ
け

で
、
差
別
を
受
け
る
、
つ
ま
り
、
職

業
を
選
ぶ
自
由
、
教
育
を
平
等
に
受

け
る
権
利
、
居
住
や
移
転
の
自
由
、

結
婚
の
自
由
な
ど
、
現
代
に
お
い
て

も
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
な
ぜ
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
と
い
う

こ
と
は
前
章
の
「
歴
史
」
を
お
読
み

く
だ
さ
い
。
　
　
（
次
号
へ
つ
づ
く
）

　
（
埼
玉
県
教
育
局
同
和
教
育
課
）

　
　
　
　
　
　
　
県
営
住
宅
の
入
居

県営住宅の入居者募集

申告登録の追加受付実施

は
、
昭
和
五
十
年
度

か
ら
従
来
の
抽
選
制

度
を
改
め
、
　
「
申
告

登
録
制
度
」
に
ょ
り

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
申
告
登
録
制
度
」

は
、
県
営
住
宅
に
入

居
を
希
望
す
る
方
か

ら
毎
年
一
回
定
期
に

申
告
を
い
た
だ
き
、

優
先
度
に
よ
り
登
録

を
行
い
、
そ
の
登
録

の
順
位
に
従
い
入
居

し
て
い
だ
だ
く
も
の
で
、
今
年
は
八
月

二
十
二
日
か
ら
九
月
二
十
二
日
ま
で
、

各
市
町
村
で
申
告
の
受
付
を
実
施
し
ま

す
。　
す
で
に
登
録
し
て
あ
る
方
は
再
度
申

告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
入
居

を
希
望
す
る
地
区
を
変
更
す
る
方
は
申

告
が
必
要
で
す
。

一
、
申
告
資
格

　
申
告
で
き
る
方
は
、
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。

　
e
　
埼
玉
県
内
に
住
所
、
又
は
勤
務

　
　
場
所
が
あ
る
こ
と
。

　
O
　
現
に
同
居
し
又
は
、
同
居
し
よ

　
　
う
と
す
る
親
族
（
婚
約
者
等
を
含

　
　
む
）
が
あ
る
こ
と
。

　
口
　
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　
　
と
が
明
ら
か
な
こ
と
。

　
四
　
最
近
一
年
間
の
総
収
入
が
基
準

　
　
に
該
当
す
る
こ
と
。
　
（
詳
し
い
基

　
　
準
に
つ
い
て
は
、
申
告
用
紙
と
同

　
　
時
に
配
布
さ
れ
る
「
し
お
り
」
を

　
　
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
）

二
、
申
告
用
紙
の
配
布

　
e
配
布
期
間

　
　
　
昭
和
五
十
三
年
八
月
一
日
か
ら

　
　
九
月
十
六
日
（
日
、
祝
日
を
除
く
）

　
⇔
配
布
場
所

　
　
　
各
市
町
村
役
場
、
各
地
方
県
民

　
　
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
無
料
配
布
さ
れ

　
　
ま
す
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
建
設

課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

）

）

　　　ノ

』
）
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の
繕

＝
ど

鵡
荏
⑧

　
あ
ぶ
な
か
っ
た
こ
と

　
　
　
　
江
南
南
小
二
年

　
　
　
　
　
　
　
い
い
じ
ま
え
み
こ

　
わ
た
し
は
、
い
っ
か
い
、
こ
う
つ
う

じ
こ
に
あ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
み
ぎ
ひ
だ
り
み
ぎ
な
の
に
、

ひ
だ
り
っ
き
り
か
、
み
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。

　
あ
そ
び
の
か
え
り
に
、
あ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
、
あ
め
が
ふ

っ
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
こ
う
つ

う
じ
こ
に
な
る
と
は
し
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
く
る
ま
に
ス
カ
ー
ト
が
ひ
っ
か
か

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
が
っ

こ
う
に
は
い
っ
て
、
　
「
と
ま
っ
て
、
か

く
に
ん
す
る
ん
だ
な
」
っ
て
い
う
こ
と

が
、
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
ご
ろ
は
、

と
ま
っ
て
、
か
く
に
ん
を
し
て
い
る
か

ぢ
、
あ
ぶ
な
い
め
に
あ
い
ま
せ
ん
。
が

っ
き
ゅ
う
か
い
な
ん
か
の
じ
か
ん
の
と

き
に
、
こ
う
つ
う
あ
ん
ぜ
ん
の
べ
ん
き

ょ
う
を
し
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、
こ
う
つ
う
あ
ん
ぜ
ん
の

（

欝
辮
謄
黛
魁
メ

協
が
き
－
に
し
た
い
で
㌃
キ
漣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
6

べ
ん
き
ょ
う
を
う
ん
と
し
て
、
人
に
じ

ょ
う
ず
と
い
っ
て
も
ら
い
た
い
ほ
ど
う

ま
く
な
っ
て
、
に
か
い
め
の
こ
う
つ
う

じ
こ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
お

も
い
ま
す
。

　
自
転
車
点
検

　
　
　
　
　
江
南
南
小
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
京
子

　
わ
た
し
は
、
安
全
委
員
で
、
毎
週
月

曜
日
、
自
転
車
置
場
に
集
っ
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
に
の
る
前
は
、
か
な
ら
ず
点

検
が
ひ
つ
よ
う
で
す
。
の
っ
て
い
て
、

パ
ン
ク
し
て
い
た
り
、
ブ
レ
ー
キ
が
き

か
な
い
と
、
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
あ
い

ま
す
。
ブ
レ
ー
キ
が
き
か
な
い
と
、
事

故
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。

　
こ
の
前
、
お
に
い
さ
ん
が
遊
び
に
行

く
と
き
に
、
自
転
車
点
検
を
し
な
い
で

い
っ
た
の
で
、
道
に
出
た
ら
パ
ン
ク
で

の
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
車
は
こ
ろ
が
せ
な
い
の
で
、
も
っ

て
、
し
ゅ
う
り
に
出
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
持
っ
て
い
っ
た
の
で
、
重
か

っ
た
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　
学
校
で
、
自
転
車
点
検
表
と
い
う
紙

を
配
り
四
年
生
か
ら
、
学
校
に
持
っ
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し

の
自
転
車
は
、
前
ブ
レ
ー
キ
が
き
か
な

　
あ
の
時
ぼ
く
は

　
　
　
　
　
江
南
南
小
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
武
政
明
秀

　
ぼ
く
は
、
あ
の
時
の
こ
と
を
思
い
出

す
と
、
沿
そ
ろ
し
さ
の
あ
ま
り
心
ぞ
う

が
、
は
れ
つ
し
そ
う
に
な
る
。

　
あ
の
時
と
言
う
の
は
、
ぼ
く
が
三
年

の
時
の
こ
と
だ
。
小
川
県
道
を
横
切
ろ

う
と
し
て
飛
び
出
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
も
、
た
だ
の
飛
び
出
し
で
な
く
、
バ

ス
の
後
ろ
か
ら
の
飛
び
出
し
だ
っ
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
バ
ス
の
後
ろ
を

通
り
す
ぎ
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
す
ぎ

た
時
だ
。

『
プ
ッ
プ
ー
』
と
言
う
音
と
と
も
に
、

急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
ト
ラ
ッ
ク
が
、

ぼ
く
の
方
に
む
か
っ
て
来
た
。
ぼ
く
は

ひ
ゃ
っ
と
し
て
、
ひ
っ
し
で
か
け
た
。

ぼ
く
は
た
す
か
っ
た
。
が
、
な
ぜ
こ
ん

な
あ
ぶ
な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

　
ぼ
く
は
、
そ
れ
い
ら
い
、
ぜ
っ
た
い

飛
び
出
し
を
し
た
こ
と
は
な
い
。
む
し

ろ
、
わ
た
り
終
る
ま
で
に
車
が
来
な
い

と
思
っ
て
も
、
　
『
も
し
も
』
と
言
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
詮
、

と
を
考

え
、
車

が
い
く

の
を
、

ま
つ
よ

う
に
な

っ
た
。

＼

、
、
，

へ6
、国
民
健
康
保
険
の
し
く
み

◎
制
度
の
目
的
と
趣
旨

　
国
民
は
誰
で
も
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た

と
き
は
、
保
険
に
よ
っ
て
、
医
師
（
保

険
医
）
の
診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
国
民
皆
保
険

と
い
っ
て
お
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ

カ
　
こ
の

保
険
制
度

に
も
、
い

ろ
い
ろ
種
慣

類
が
あ
っ

て
、
こ
こ

で
お
話
す

る
国
民
健

へ
　
　

’
．
と
）

芝
f
．
　
一
ρ

　
　
イ
〉

　
鱗
●

鱒
）

譲欝醒
ぜ　　●駕

康
保
険
（
以
下
「
国
保
」
と
い
い
ま
す
）

も
、
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
会
社
や
官
庁
な
ど
の
職
場

に
働
く
人
達
に
は
、
健
康
保
険
や
共
済

組
合
な
ど
の
医
療
保
険
制
度
が
あ
る
の

は
、
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
国
保
は
、
職
場
の
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
人
を
対
象
に
し

た
保
険
制
度
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
国
保
の
運
営
は
市
町
村

　
国
保
の
運
営
は
、
私
た
ち
の
住
ん
で

い
る
江
南
村
が
行
い
ま
す
。
こ
れ
を
保

険
者
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
一
都
道
府
県
内
の
同
一
業

種
が
集
ま
っ
て
つ
く
っ
て
い
る
国
保
組

合
も
保
険
者
と
し
て
、
国
保
の
運
営
に

当
っ
て
い
ま
す
。

◎
国
保
に
加
入
す
る
人

　
先
に
も
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う
に
、

職
場
の
健
保
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
、

そ
れ
に
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
以

外
は
、
み
ん
な
国
保
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
保
の
加
入
者
を
被
保
険
者
と
い
っ

て
い
ま
す
。

　
国
保
は
、
一
人
一
人
が
被
保
険
者
と

な
り
ま
す
が
、
加
入
そ
の
他
の
手
続
き

は
、
世
帯
主
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
◎
保
険
税

　
保
険
税
は
、
国
保
の
被
保
険
者
と
な

っ
た
そ
の
月
の
分
か
ら
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
保
険
税
の
額
は
、
保
険

者
の
財
政
、
つ
ま
り
医
療
費
の
支
出
が

多
い
か
少
な
い
か
、
そ
れ
と
被
保
険
者

（
世
帯
主
）
自
体
の
所
得
な
ど
が
主
に

な
っ
て
き
ま
り
ま
す
。

◎
医
療
費
の
負
担

　
被
保
険
者
が
医
者
に
か
か
っ
た
と
き

の
医
療
費
は
、
診
療
を
受
け
た
被
保
険

者
が
三
割
、
残
り
の
七
割
を
み
な
さ
ん

方
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険
税
の

ほ
か
、
国
の
補
助
金
、
交
付
金
等
で
ま

か
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
）
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お
知
ら
せ

　
六
月
十
五
日
現
在
で
行
わ
れ
ま
し
た

「
事
業
所
統
計
調
査
」
は
、
み
な
さ
ま

の
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

一
　
　
　
現
在
、
県
の
審
査
も
終
り

査
た
国
で
集
計
が
行
わ
れ
て
お
り
、

調
気
結
果
は
、
国
や
地
方
自
標

計
と
い
の
経
済
計
画
、
地
域
開
発
計

統
婆
要
ど
の
ほ
か
、
社
会
保
障

所
あ
　
雇
用
施
策
な
ど
の
各
種
行
政

業
渤
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
、

事
御
多
く
の
分
野
で
利
用
さ
れ
ま

一
　
す
．

　
こ
の
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し

た
み
な
さ
ま
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
各
種
統
計
調

査
に
つ
き
ま
し
て
も
、
よ
ろ
し
く
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）

轟
垂
郎

　
た
だ
い
ま
埼
玉
県
警
察
で
は
、
昭
和

五
十
四
年
四
月
採
用
予
定
の
警
察
官
及

び
交
通
巡
視
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
（
募
集
要
領
）

o
採
用
予
定
人
員

　
　
警
察
官
　
　
　
　
約
三
五
〇
名

　
　
交
通
巡
視
員
　
　
約
　
三
〇
名

○
受
験
資
格

　
　
警
察
官
A

　
昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
男
子
で
、
大
学
を
卒
業
さ
れ
た

方
、
又
は
昭
和
五
十
四
年
三
月
卒
業
見

込
み
の
奄

　
　
警
察
官
B

　
昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

三
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

男
子
（
高
校
卒
業
程
度
）

　
　
交
通
巡
視
員

　
、
　
　
、
　
　
茎

　
昭
和
二
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

三
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

女
子
（
高
校
卒
業
程
度
）

σ
募
集
受
付
期
間

　
昭
和
五
十
三
年
八
月
一
日
（
火
）
か
ら

昭
和
五
十
三
年
九
月
十
四
日
（
木
）
ま
で

○
試
験
日

　
第
一
次
試
験

　
　
昭
和
五
十
三
年
十
月
一
日
（
日
）

　
第
二
次
試
験

　
　
警
察
官
A

　
　
昭
和
五
十
三
年
十
月
六
日
（
金
V

　
　
警
察
官
B

　
　
昭
和
五
十
三
年
十
月
五
日
（
木
）

　
　
交
通
巡
視
員

　
　
昭
和
五
十
三
年
十
月
六
日
（
金
）

　
こ
の
ほ
か
、
詳
し
い
こ
と
は
熊
谷
警

察
署
警
務
係
、
電
話
二
一
i
O
O
四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線

、
イ
ィ
ぜ
ぜ
ピ
ィ
ィ
ィ
ぜ
イ
ィ
ィ
ィ
）
，
，
7
7
．
翼
イ
ィ
ぜ
イ
財
イ
ィ
ィ
ィ
ぜ
イ
ィ
ィ
，
、

～
　
楽
し
い
夏
休
み
の
ひ
と
と
き
を
　
映
　
　
明
し
た
し
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

へ
画
観
賞
で
す
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

、㌔
　
大
里
広
域
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
で
は
夏

慌
み
期
間
中
・
映
写
機
・
、
「
映
画
フ

～
イ
ル
ム
」
、
　
「
V
T
R
」
等
の
貸
出
し

、㌔
を
い
た
し
ま
す
。

｝
申
込
み
方

～
法
は
、
子
供

、

、
余
自
治
会
フ
ィ
ル
ム
、

電
区
各
種
グ

塾、
ル
ー
プ
等
の
団
体
で
、
教
育
委
員
会
事

V㌔
務
局
ま
た
は
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
ヘ
申
込

～
ん
で
く
だ
さ
い
。
利
用
期
間
は
三
日
か

、㌔
ら
五
日
間
位
で
す
。

～、
　
映
写
機
の
操
作
は
か
ん
た
ん
で
す
の

～
で
セ
ン
タ
ー
に
借
り
に
来
た
と
き
ご
説

夏
休
み
期
間
中

　
　
　
　
　
　
　
映
写
機
貸
出
し
！

～
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9
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σ
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∂
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∂
’
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θ
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θ
’
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ノ
㌧

不
用
の
「
ね
こ
」

　
　
　
引
取
り
ま
す

舗セ・葦編

壌『i－凶面て
樽、驕

匹
k

乳
郵

、、、

断
即
約
セ
㌧
ち
鵡

　
　
　
杞
も
の

ク
⊥
つ
ー
止
め
ヱ

羅
（
ヱ
　
、
よ

や
u
覧
㌃
，

断
　
撚

蛋

乍
か
、
与

水
篭
彗
三
の

ー
二

『
－
、1

、、、

⑱／

させいお所駐又五二
い下合問へ在は番Oo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　
県
で
は
、
ね
こ
の
引
取
り
に
つ
い
て

下
記
の
と
お
り
実
施
し
て
お
り
ま
ず
。

◆
　
引
取
り
の
対
象
と
な
る
ね
こ

　
所
有
権
の
明
確
な
ね
こ
に
限
り
ま
す
。

◆
引
取
り
場
所

　
埼
玉
県
飼
犬
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　
江
南
村
板
井
一
二
一
二
番
地

　
　
　
　
　
電
話
G
⑤
1
二
四
六
五

◆
引
取
り
の
原
則

　
ね
こ
の
所
有
者
自
ら
引
取
り
場
所
に

　
引
取
り
を
求
め
る
こ
と
。

　
印
鑑
を
持
参
し
て
ね
こ
の
所
有
権
を

　
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
は
、
熊
谷
市
役
所
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

七
階
北
側
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
電
話
で
申
込
み
の
場
合
は
、
〇
四
八
、

五
（
二
三
）
ニ
ハ
一
二
八
番
で
す
。
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
フ
ィ
ル
ム
は
、
文
芸
作
品
「
伊
豆
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
踊
り
子
」
、
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
家
族
」
を
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め
童
話
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ア
ン
デ
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

セ
ン
物
語
、
日
本
昔
話
シ
リ
ー
ズ
」
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

交
通
安
全
、
中
編
児
童
劇
、
．
家
庭
教
育
、

等
子
供
、
成
人
、
婦
人
対
象
の
映
画
フ
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

ィ
ル
ム
六
五
〇
本
程
用
意
し
て
あ
り
ま
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

す
の
で
、
子
供
た
ち
を
中
心
に
セ
ン
タ
ヘ

ー
で
自
由
に
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
　
　
へ

』
放
棄
す
る
こ
と
に
な
り
美

　
壱
　
引
取
り
の
日
時

　
　
毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
の
午
前
九
時

　
　
か
ら
正
午
ま
で
（
休
日
は
除
く
）

　8月の納税
村・県民税
　　　　…・第2期分
国民健康保険税

　　　　一・第3期分
　　〔納期8月31日〕
◆みんなの税金

　　　みんなのために◆

」

）

し
ノ




